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昭和56年 S 月15日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,713人 
	

世 帯 数 	14,585 

	

53,103人 
	

女 27,390人 
	

（昭和56年5 月 1日現在）住民基本台帳から 

700人が、走れ／走れ 

ジョギングコース走り初め 

「ゆっくりでも走ろう」 市のトリム・ジョギング

コースが今年も開設され、 4 月29日早朝、700人の

老若男女が参加して走り初めが行われました。 

走り初めには、寺田市長をはじめ鈴木教育長も参加

準備体操のあと、市庁舎前お祭り広場から堤防を通っ

て、元町浄水場近くの折り返し点までの往復 3キロ気を

走り抜きました。 

この日の朝は、薄曇りの膚寒い天気でしたが、思い

思いのトレーニングウェアを着た参加者たちは手を取

りあったり、談笑しながらコースいっぱい元気に走り、 

快い汗を流していました。 ジョギングコースは、10月 

31日（土）まで常時開設されていますので、自分の体

調に合わせお気軽にご利用下さい。 

（写真＝一 4 月29日、八幡宮境内で） 



おはようサイクリング 

ロ開催日 5 月から 9 月までの毎ii第 1日曜日 

（雨天の場合は、第2日曜日） 

ロコース 約15km-1Okmで、毎回変わります。 

ロ受 付 毎回午前5時30分から市民文化会館 

前（出発午前6時、解散午前8時） 

ロ参加対象 原則として小学3 年生以 Lの男女。 

（ただし、父兄同伴ならそれ以ドでもよい） 

ロ障害保険料 スポーツ障害保険料として、 

人年間340円が必要です。 

なお、参加者全員に記念品を差し上げます。 

ロお問い合わせ先 

市教育委員会・保健体育課（廿⑩3191番） 

今月からスタート 

ロ
期
間
 
四
月

4十
九
日
（水
）
ー
十
月
 
十

一
日
（
土

、
 

ロ
コ
ー
ス
 
市
庁
舎
前

・
お
祭
り
広
場
ー
堤
防
ー
八
幡
 

、
 
ジ
ョギ
ン
グ
コ
ー
ス
開
設
 

鵬
 
口
期
間
 

四
月

4十
九
日
（水
）
ー
十
月
 
十
 

．
 
ロ
コ
ー

ス
 
市
庁
舎
前

・
お
祭
り
広
場
ー
堤
 

宮
ー
元
町

ー
柳
町
ー
お
祭
り
広
場
 

ロ
ご
注
意
 
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
 

っ
て
下
さ
い
。
 

ご
希
望
の
方
に
は
、
「
正
し
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
進
め
」
 
を
 

贈
呈
し
ま
す
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
先
 

市
教
育
委
員
会

・
保
健
体
育
課

（h
⑩
三

一
九
一
番
）
 

お
気
軽
に
ご
利
用
を
 

公
職
選
挙
法

の
】
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、

昭
和
五
十
六
年

法
律
第
二
〇
号
を

も
っ
て
四
月

七
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
 こ

れ
に
伴
っ
て
、
同
法
施
行
令
及

び
同
法
施
行
規
則
も
そ
れ
ぞ
れ

改
正
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
五

月
十
八
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ

と
に
な
h
ノま
し
た
。
 

金
の
か
か

ら
な
い
 

公
正
な
選

挙
が
主
眼
 

今
回
の
公
選
法
の
改
正
は
、
 

最
近
の
選
挙
の
実
情
を
考
え
あ

わ
せ
、
選
挙
の
公
正
を
確
保
し
、
 

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
の
実
現

が
主
な
ね
ら
い
で
す
。
 

・

第
一
点
は
、
選
挙
人
名
簿
の

登
録
制
度
の
改
善
、
第
二
点
は
、
 

好
天
が
続
い
た
四
月
中
旬
以

降
、
市
内
で
火
事
が
ひ
ん
ぱ
つ
、
 

と
く
に
繁
華
街
の
火
事
の
際
、
 

数
千
人
の
ヤ
ジ
馬
が
集
ま
り
消

火
作
業
活
動
に
支
障
を
き
た
し
 
 

選
挙
事
務
所
の
移
動
の
制
限
、
 

第
三
点
は
、
後
援
団
体
等

の
政

治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
文

書

・
図
画
の
掲
示
の
制
限
の
強

化
、
第
四
点
は
、
任
意
制
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
の
拡
充
、
第
五
点

は
、
街
頭
演
説
等
の
時
間
の
制

限
、
第
六
点
は
、
選
挙
期
間
中

に
お
け
る
政
党
、
そ
の
他
の
政

治
活
動
を
行
う
団
体
の
政
治
活

動
の
規
制
の
適
正
化
、
第
七
点

は
、
連
座
制
の
強
化
等
で
す
。
 

文
書
・
図

画
の
掲
示
 

制
 
限
 
を
 
強
 
化
 

今
回
の
改
正
の
な
か
で
、
と

く
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
係
が

あ
り
、
ま
た
ご
協
力
を

い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
五
所
川
原
消
防
署

は
、
消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
る

ば
か
り
か
、
万

ー
ケ
ガ
で
も
し

た
ら
大
変
と
、
自
粛
を
呼
び
か
 
 

第
三
点
の
文
書
・
図
画
の
掲
示

の
制
限
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
 

選
挙
に
な
る
と
街
中
に
は
ん
ら

ん
し
て
い
た
 
「
〇
〇
〇
〇後
援

会
連
絡
所
」
形
式
の
ポ

ス
タ

ー
 

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
は
、
五
月
十

八
日
か
ら
全
面
的
に
禁
止
さ
れ

ま
す
。
 

ま
た
こ
の
規
定
で
は
、
後
援

団
体
の
立
札
、
立
看
板
等
も
こ

れ
ま
で

ー
つ
の
後
援
団
体
ご
と

に
六
枚
ま
で
認
め
ら
れ
で
い
ま

し
た
が
、
五
月
十
八
日
か
ら
は

政
令
で
定
め
る
総
数
の
範
囲
内

と
さ
れ
、
新
証
票
を
交
付
さ
れ

た
も
の
以
外
は
全
部
違
法
な
も

の
と
な
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
 
「自
分

の
家
の
周
囲
を
見

て
、
違
法
な
 

け
て
い
ま
す
。
 

四
月
二
十
六
日
の
昼
過
ぎ
、
 

駅
前
パ
チ
ン
コ
店
二
階
か
ら
出

火
し
、
半
焼
を
含
め
て
五
棟
を

焼
い
た
火
事
で
は
、
ヤ
ジ
馬
が
 
 

文
書

‘
図
画
が
な
い
か
注
意
し

て
下
さ
い
」
。も
し
立
札
、
立
看

板
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の

掲
示
責
任
者

へ
連
絡
し
て
、
至

急
撤
去
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ

い
。
ま
た
、
短
冊
型
ポ
ス
タ

ー
 

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
は
、
全
て
違

反
文
書
に
な
り
ま
す
か
ら
、
皆

ん
な
で
自
主
的
に
取
り
除
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
連
絡
し
て
も
撤
去
さ

れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
市

選
管
か
警
察
署

へ
ご
連
絡
下
さ

い
。
 

違
法
掲
示
に
は
、
罰
則
を
伴

う
撤
去
命
令
の
発
動
等
も
あ
り

ま
す
の
で
、
掲
示
責
任
者
は
至

急
撤
去
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ

い
。
 

ぐ
る
り
現
場
を
取
り
巻
く
よ
う

に
し
て
千
数
百
人
か
ら
多
い
と

き
で
二
千
人
も
集
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
消
防
車
が
現
場

に
到
着
し
た
り
、
消
火
作
業
を

展
開
す
る
際
、
ホ
ー
ス
を
か

つ

い
だ
消
防
団
員
と
ぶ

つ
か
る
な

ど
、
消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
 

と
く
に
家
屋
が
密
集
し
た
市

街
地
の
火
災
現
場
に
近
づ
く
と
、
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後
援
会

ス
テ
ッ
カ
ー
は
す
ぐ
撤
去
 
公

選
法
 

一
部
改
正
 

ヤ
ジ
馬
は
消
火
の
邪
魔
で
す
 

現

場
に
は

近
づ
か

な
い
で

ノ
 

【
 

《
 



団

員
を

募

集
 

ロ
開
催
日
 
毎
週
H
、
水
、
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
 

ロ
開
催
時
間
 
午
後
五
時
か
ら
六
時
頃
ま
で
 

ロ
開
催
場
所
 
市
立
三
道
会
館
柔
道
場
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

開
催
目
に
直
接
二
道
会
館
に
お

い
で
に
な
り
、
指
導
員
 

柔
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
 

(495号） 

側
壁
や
看
板
が
落
下
し
た
り
、
 

場
合
に
よ
っ

て
は
石
油
タ
ン
ク
 

や
ガ
ス
ボ
ン
べ
等
が
爆
発
、
飛
 

,
 

散
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

一
般
の
方
は
、

絶
対
近
づ
か
な

い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。
 

③ （第3種郵便物認可） 	 広報 

県
政
婦
人
教
室
を
開
催
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
 

加入のおすすめ 
市教育委員会では、年間をとおしてスホ ソ、 

レクリエーンョン等を安心して楽しめるよう、「ス

ポ ッ傷害保険」 の加人をおすすめしています

レ保険料（10人l上F:の団体） 

0児童、生徒 340円（スポ ソ少年団、子ども

会等） 

〇一般 400円（サークル、軽スポーツ活動等） 

〇一般 680円（ママさんバレー、朝野球等） 

ロお問い合わせ先 

市教育委員会・保健体育課（云(33191番） 

スポーツ傷害保険 

ロ
開
催
月
日
 
六
月
二
十
．」

 

日
（
火
）
 

ロ
見
学
施
設
 
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
郷
土
館
 

ロ
参
加
対
象
 
北
五
地
区
の

二
十
歳
以
上
の
婦
人
三
十
人

ロ
集
合
場
所

・
時
刻
 
五
所

川
原
駅
前
、
午
前
九
時
二
十
分
 

（
解
散
、
同
駅
前
、
午
後
三
時

四
十
五
分
）
 

ロ
応
募
方
法
 
官
製
は
が
き
 

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
 

明
記
し
て
、
六
月
十
五
日
（月
）
 

ま
で
に
、
青
森
県
企
画
部
広
報
 

消
防
法
第
十
三
条
の
五
の
規

定
に
よ
る
、
危
険
物
の
取
扱
作

業
の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
六
月
二
日

（
火
）
 

午
前
九
時
か
ら
 

県
民
課
広
聴
班

（
郵便
番
号
〇

三
〇
、
青
森
市
長
島
一
ー
一
ー
 

一
、
云
〇

一
七
七
⑩
一
一

一
一

番
、
内
線
二
二
〇
八
番
）
へ
申

し
込
ん
で
下
さ

い
。
 

電
話
で
も
結
構
で
す
。
 

ロ
参
加
料
 
無
料
で
す
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ロ
講
習
の
種
類
 
甲
種
・
乙

種
危
険
物
取
扱
者
講
習
及
び
丙

種
危
険
物
取
扱
者
講
習
 

ロ
受
講
対
象
者
 

①
現
に
危
険
物
施
設
に
お

い
 

て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
 

②
右
記
以
外

の
方
で
、
危
険

物
取
扱
者
の
う
ち
受
講
を
希
望

す
る
方
 

ロ
受
講
手
続
 

受
講
申
請
書
を
五
月
二
十
日

ま
で
に
、
青
森
市
長
島
一
丁
目

一
番

一
号
、
青
森
県
総
務
部
消

防
防
災
課

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

（
当
日
の
消
印
有
効
で
す
）
 

ロ
受
講
手
数
料
 

千
六
白
円

（
受
講
申
請
書
に

青
森
県
収
入
証
紙
を
は
り
つ
け
、
 

消
印
は
し
な
い
こ
と
）
 

危
険
物
取
扱
作
業
の
保
安
講
習
 

一
 



みどり豊かなまちハ、 

にぎやかに花と緑の市 

五
所
川
原
青
年

ク
ラ
ブ

（
藤
森
健

悦
会
長
、
会
員
四

十
二
人
）
は
四
月

十
九
日
、
柳
町

・

牧
水
公
園
に
あ
る

ひ
ょ
う
た
ん
池
の

清
掃
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
昭

和
四
十
八
年
の
結

成
以
来
、
毎
年
ひ

ょ
う
た
ん
池
の
清

掃
奉
仕
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

ひょうたん池を清掃 

青年クラブの皆さん 

年
金
の
は
ド
レ
 

その5 

国
民
年
金
を
支
給
す
る
た
め

の
費
用
は
、
被
保
険
者
が
納
め

た
保
険
料
と
、
国
の
負
担
と
そ

の
運
用
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
無
拠
出
制
の
福
祉

年
金
は
、
全
額
国
の
負
担
で
す
。
 

ま
た
国
は
、
拠
出
年
金
の
給

付
費
の
費
用
の
三
分
の
一
 
（
保

険
料
免
除
期
間
は
全
額
、
付
加

年
金
分
は
四
分
の

一
）
を
負
担

し
、
と
く
に
資
格
期
間
を
短
縮

し
て
支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金
は

給
付
額
の
十
分
の
四
前
後
を
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
の
事
 
 

業
を
運
営
す
る
国

・
県
・
市
町

村
の
事
務
費
も
全
額
国
で
負
担

し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
 

丸
々
、
皆
さ
ん
が
受
け
取
る
年
 

費
用
の
負
担
 

金
の
支
給
財
源
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
国
か
ら
も
多
額
の
補

助
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
国
民
年
金
の

給
付
額
が
、
受
給
者
に
有
利
に

な
っ
て
い
る
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
 

な
お
、
長
期
間
保
険
料
を
納
 

(
 

め
る
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
間
、
 

物
価
の
値
上
が

り
で
年
金
額
が
 

H
減
り
し
て
、
役
に
立
た
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
 

国
民
年
金
で
は
、
あ
る
年
度
の

物
価
が
前
の
年
度
に
比
べ
て

一

定
以
上
、
上
が
り
下
が
り
す
れ

ば
、
翌
年
度
の
年
金
額
を
そ
れ

に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
年
金

額
が
目
減
り
す
る
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

そ
れ
に
加
え
て
、
少
な
く
と

も
五
年
ご
と
に
、
生
活
水
準
な

ど
の
変
動
に
見
合
わ
せ
、
重
ね

て
年
金
額
の
手
直
し
を
す
る
、
 

政
策
改
定
と
い
う
仕
組
み
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
ま
す
ま
す
安
心

で
す
。
 

環
境
緑
化
ま
つ
り
、
花
と
緑

の
市
が
四
月
二
十
四
日
か
ら
四

日
間
、
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場

で
開
か
れ
、
花
と
緑
を
求
め
る

市
民
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

北
津
軽
森
林
組
合

な
ど
が
主

催
し
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
 

今
年
は
ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
、
マ

ツ
な
ど
約
百
五
十
種
、
 一
万
五

千
本
が
陳
列
さ
れ
た
ほ
か
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
、
ナ
ン
テ
ン
な
ど
の

苗
木
が
無
料
で
配
布
さ
れ
、
人

気
を
集
め
ま
し
た
。
 

初
日
は
午
前
十
時
か
ら
開
会

式
が
行
わ
れ
、
寺
田
市
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
新
入
学
児
童
、
 

生
徒
に
対
し
記
念
樹
が
贈
ら
れ
、
 

鈴
木
教
育
長
か
ら
桜
と
梅
の
苗

木
が
五
小

一
年
の
栖
崎
綾
子
ち

ゃ
ん
ら
四
人
の
児
童
、
生
徒
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

r
 

五
所
川
原
地
区
 

▽
錦
町

廿
長
内
千
代
吉
▽
幾

島
町

廿
片
山
政
一
▽
柏
原
町

廿

高
松
三
雄

▽
上
平
井
町
ー
気
田

勝
治

▽
平
井
町
廿
津
川
武
雄

▽

中
平
井
町
廿
古
坂
功
▽
下
平
井

町
ー
幡
野
善
保
、
高
橋
善
次
郎

▽
さ
つ
き
町
井
伊
藤
正
彦
▽
敷

島
町

廿
中
山
金
次
郎
▽
東
雲
町
 

ー
木
村

一
雄
▽
旭
町
廿
斎
藤
隆

▽
大
町

廿
姥
子
竹
次
郎
▽
寺
町
 

・

岩
木
町
廿
福
士
孝

一
▽
末
広
 

・

新
宮
町
廿
松
本
一
雄
▽
末
広

町
ー
小
野
清
茂
▽
布
屋
町
ー
黒

滝
嘉

一
郎
▽
本
町
廿
葛
西
専
造

▽
東
町
ー
小
山
末
治
▽
弥
生
町
 

ー
藤
田
仁
三
郎
▽
鎌
谷
町
廿
藤

森
正
夫
、
横
村
芳
夫
、
三
上
晴

男

▽
川
端
町
廿
山
田
四
ッ
男
▽

第
一
柳
町
廿
対
馬
左
都
夫

▽
第

二
柳
町
廿
葛
西
富
蔵
▽
成
田
町
 

ー
金
沢
定
雄

▽
元
町
ー
木
村
文

男
▽
新
町

ー
唐
牛
行
雄

▽
田
町
 

ー
佐
々
木
兼
五
郎
▽
栄
町
廿
江

良
直
義
▽
田
園
調
布
ー
白
戸
良

徳
▽
十
川
町
ー
前
田
貢

▽
平
和

町
ー
笠
井
長
三
郎
、
野
呂
甚
助

▽
雛
田
ー
関
宏
行
▽
小
曲
廿
成

田
孝

一
郎
▽
沼
田
町
廿
古
川
ミ

ツ
エ
▽
八
重
菊
廿
葛
西
清
作

湊
団
地
 

▽
第
一
千
鳥
町
廿
原
田
市
太

郎
▽
千
鳥
町
廿
金
沢
寛
▽
湊
団

地
町

廿
阿
部
安
太
郎
 

松
島
団
地
 

▽
一
丁
目
ー
藤
田
善
太
郎
▽

二
丁
目
ー
長
尾
与
広
▽
三
丁
目
 

ー
沢
村
繁

▽
四
丁
目
ー
葛
西
勇

三
郎
▽
五
丁
目
廿
成
田
重
三
▽

六
丁
目
廿
白
川
久
夫
▽
七
丁
目
 

ー
春
藤
孝
男
▽
八
丁
目
ー
千
葉

惣
之
助
 

新
宮
団
地
 

▽
市
営
住
宅
廿
中
谷
正
治

▽

県
営
住
宅
廿
長
尾
テ
ル
子
▽
第

一
町
内
ー
松
本
政
喜
▽
第
二
町

内
ー
原
田
ヒ

ロ
 

七
和
地
区
 

▽
高
野

廿
堀
内
秀
城
、
堀
内

謙
司
、
福
士
信
悦
▽
前
田
野
目

廿
斎
藤
定
美
、
新
谷
健
之
助
▽

持
子
沢
ー
成
田
岩
太
郎

▽
羽
野

木
沢

廿
伊
藤
武
一

▽
原
子
ー
斎

藤
国
雄
、
阿
部
三
之
丞
▽
俵
元

廿
伊
藤
武
雄
 

長
橋
地
区
 

▽
浅
井
ー
笹
森
豊
弘

▽
福
山
 

ー
石
岡
勇
吉
、
小
枝
富
明

▽
杉

派
立
廿
斎
藤
良
男
▽
野
里
廿
石

岡
周
助
▽
神
山
ー
成
田
勇
蔵
▽

松
野
木

ー
仙
庭
好
美
▽
福
岡
ー
 

中
川
定
雄
▽
若
山
ー
高
谷
栄
一
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児
童
憲
章
制
定
三
十
周
年
 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
手
続
き
 

国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
 

カ
月
分
が
四
千
五
百
円
で
す
が
、
 

失
業
し
た
り
、
冷
害
な
ど
の
た

め
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
人
は
、
申
し
出

に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
 

第

一
期
の
納
期
の
六
月
三
十

日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
 

今
年
の
四
月
か
ら
来
年
の
三
月
 
 

ま
で
の
ー
カ
年
分
の
保
険
料
は

免
除
に
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
が
免
除
に
な
っ
て
も
、
 

母
子
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
は

納
め
た
人
と
同
様
の
額
を
受
け

ら
れ
ま
す
か
ら
、
滞
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
必
ず
市
社
会
課
・
国

民
年
金
係
に
印
鑑
ご
持
参
の
う

え
、
免
除
の
申
し
出
を
し
て
下

さ
い
。
 

△
児
童
憲
章

V
 
わ
れ
わ
れ

は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
し

た
が
い
、
児
童
に
対
す
る
正
し

い
観
念
を
確
定
し
、
す
べ
て
の

幸
福
を
は
か
る
た
め
、
こ
の
憲
 

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
、
免

除
を
受
け
た
期
間
だ
け
三
分
の
 

ー
に
減
ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
追
納
し
て
下

さ
い
。
十
年
以
内
の
分
な
ら
ば
、
 

旧
料
金
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め

ら
れ
ま
す
。
 

な
お
、
任
意
加
入
の
人
は
、
 

免
除
で
き
ま
せ
ん
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

‘
国
民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 
 

章
を
定
め

る
。
 

児
童
は
、
 

人
と
し
て
 

尊
ば
れ
る
。
 

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し
 

て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。
 

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
な
か
 

で
育
て
ら
れ
る
。
 
 

▽
石
田
坂
ー
斎
藤
仁
郎
▽
戸
沢

廿
仙
庭
文
男
▽
豊
成
ー
工
藤
順
 

一
 
一
 
一
 梅

沢
地
区
 

▽
梅
田

廿
成
田
友
則
、
木
村

昭
彦
、
土
岐
市
五
郎
▽
中
泉

ー
 

佐
々
木
善
吉
、
神
誠
 

栄
地
区
 

▽
湊
廿
平
山
弥
助
、
三
橋
兼

蔵
▽
姥
池

ー
藤
田
寿
造
▽
猫
測
 

ー
藤
田
藤
栄
▽
三
ツ
谷
廿

岩
測

睦
男
▽
稲
実
廿
山
内
惣
馬
太
郎

加
藤
藤
男

▽
広
田
ー
山
田
千
秋

成
田
善
作

▽
七
ッ
舘
l
葛
西
繁

夫
、
葛
西
喜
美
雄
▽
み
ど
り
町

一
丁
目
廿
藤
田
良
雄

▽
同
二

・

三
丁
目
ー
西
村
達
志
▽
同
四
丁

目
ー
藤
田
富
男
▽
同
五
丁
目
ー
 

阿
部
康
弘
▽
同
六

・
七
・
八
丁

目
廿
須
崎
正
広
 

松
島
地
区
 

▽
吹
畑
ー
寺
田
寿

▽
唐
笠
柳
 

ー
橘
節
男
▽
石
岡
ー
佐
々
木
嘉

四
太
郎

▽
水
野
尾
廿
清
野
謙
六

太
田
秀
二
郎

▽
漆
川
廿
吉
村
嘉

右
工
門
▽
太
刀
打
廿
山
形
隆
一

▽
桃
崎
ー
小
川
聡
▽
尻
無
ー
山

田
実
▽
一
野
坪
ー
島
谷
寅
之
助

▽
石
畑
ー
大
久
保
勘
三

▽
前
勉
 

・

中
村

廿
小
野
耕
一

▽
馬
性
I
 

対
馬
健
二
郎
▽
野
崎
ー
村
田
富

造
▽
田
中

廿
渋
谷
武
則
▽
悪
戸
 

・

宮
田
廿
高
橋
博
士
▽
川
代
田

廿
外
崎

一
広
▽
米
田
l
対
馬
貞

市
▽
二
本
柳
ー
千
田
松
四
郎

飯
詰
地
区
 

▽
坂
の
上
‘
南
新

ー
平
山
政

雄
▽
北
新

・
中
町
廿
木
村
勉
▽

新
町

・
大
町
廿
今
広
勝
▽
伝
助

町

・
下
町
ー
三
浦
幸
男
▽
上
町
 

・

寺
町
・
中
谷
庄
左
工
門
▽
大

正
町

廿
神
喜
代
道
▽
大
日
町

ー
 

坂
本
博
一
▽
南
下

・
中
下
廿
須

藤
八
四
郎
▽
長
坂
廿
笠
井
正
昭

▽
曙
町

廿
岡
田
晴
正
▽
興
隆
・

朝
日
ー
鳴
海
政
雄
▽
ド
岩
崎

廿

其
田
み
よ
の
▽
五
本
松

・
北
下

廿
浜
舘
勇
治
▽
下
村
ー
今
馬
之

助
 中

川
地
区
 

▽
川
山
廿
松
沢
松
治
郎
、
藤

森
武
松
、
舘
山
長
治
郎
▽
沖
飯

詰
廿
秋
田
嘉
太
郎
▽
桜
田
ー
笠

井
敏
江
▽
中
泊
廿
高
橋
東
五
郎

▽
種
井

ー
藤
森
紀
一
郎

▽
田
川

廿
平
山
清
一
▽
新
宮
ー
山
川
実
 

「
舜
地
区
 

▽
鶴
ケ
岡
ー
小
野
久
、
開
米

チ
ョ
、
小
野
博
英
▽
藻
川
廿
川

浪
民
也
、
工
藤
義
信
、
竹
谷
寅

五
郎
、
川
浪
善
久

▽
高
瀬
廿
成

田
充
蔵
▽
福
井
廿
小
笠
原
清
衛

毘
沙
門
地
区
 

▽
毘
沙
門
廿
北
川
功
▽
旭

・

新
田
ー
太
田
藤
太
郎
▽
中
崎
廿

岡
田
昭
一

▽
共
栄
ー
山
口
善
治

▽
中
野

・
川
端
廿
杉
山
治

▽
上

長
富
廿
増
田
光
信
▽
中
長
富
廿

高
橋
聡
允
▽
下
長
富
ー
木
村
千

代
作
 

（
敬称
略
）
 

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
 

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
を
 
ょ

う
。
子
ど
も
会
な
ど
を

つ
く

よ
く
す
る
と
同
時
に
、

い
か
な
 
り
、

参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
地

る
環
境
で
も
屈
し
な
い
、
た
く
 
域
の
行
事
に

も
子
ど
も
を
参
加

ま
し
い
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
 
さ

せ
、
活
発
に
活
動
さ
せ
ま
し
 

と
も
大
切
で
す
。
 

ょ
う
。
 

ロ
場
づ
く
り
 
子
ど
も
が
安
 
口
指
導
者

づ
く
り
 
子
ど
も

心
し
て
、
の
び
の
び
遊
べ
る
と
 
の
自
主

性
、
創
造
性
を
伸
ば
す

こ
ろ
を
地
域
の
み
ん
な
が
創
意
 

た
め
に
、
多
く
の
指
導
者
を

必

工
夫
し
て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

要
と
し
ま
す
。
地
域
の
大
人
ひ

ロ
仲
間
づ
く
り
 
ひ
と
り
ぼ
 

と
り
ひ
と
り
が
指
導
者
づ
く
り

っ
ち
の
子
ど
も
を
な
く
し
ま
し
 
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

身障者巡回診査と 

更生相談（耳鼻科） 

ロと き 6 月 3日（水）午前 9時～11 

時（受付） 

ロところ 老人福祉センター 
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婦

人
自

衛
官
 

ロ
受
付
期
限
 

五
月
二
十

L
目

（
水
）
ま
 

不
、
 

体
検
査
、

国
適
性
検

査
 ロ

願
書
提
出

先
、
 

お
問
合
わ

せ
 

青
森
地
方

連
絡
部

五
所
川
原
募

集
事
務

所

（
か
⑩
，

三
〇
五

番

）
 

青
年
キ
ャ

ラ
バ
ン

了
が

キ
ャ

ン
ぺ

ー
、
 

昭
和
五
十

六
年
（
一
九

八
一
年
）
の

今
年
は
、
「完

全
参
加
と
平

等
」
を

テ
ー
 

マ
と
し
た
国

際
障
害
者
年

で
す
が
、

青
 

当
市
へ
は
二
十
二
日
到
着
 

少
年
育
成
青

森
県

民
会
議
で

は
、
 

全
国
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業

に
呼

応
し
五
月
二
十
一

日
か
ら
四
日

間
、
青
年
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
を
県

内
に
繰
り
出
し
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
 

ン
活
動
を
行
い
ま
す
。
 

市
民
の
障
害
者

年
に
対

す
る

ご
理
解
と
、
協
力
を
お

願
い
し

ま
す
。
 

青
年
キ
ャ

ラ
バ
ン

隊
は
、

十

八
歳
か

ら
三
十
歳
の
若

者
十
人

で
編
成
し
、

五
月
二
十

一
日
（
 

木

）
午
前
十

時
か

ら
県
ら
県
議
 

』
 
 

会
側
玄
関
前
で

出
発

式
を

行
っ

た
あ

と
、
 マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
四

日
間
に
わ

た
り
県

内
八

市
を
中

心
に
巡
回
し

ま
す
。
 

五
所
川
原
市

へ
は
、
翌
五
月

二
十
二
日
（
金

）
午
前
九

時
に

到
着
、
市
長
に
鈴

木
首
相
か

ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
手
交

す
る

ほ

か
、
街
頭
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し

た
り
、

ス
ピ
ー
カ
ー
で

歩
行
者
や

住
民
に

呼
び

か
け
等

を
行
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
歌

謡
ク
ラ
ブ
 

（
小
田
桐
則
勝
会

長

）
は

五
月
六

日
、
交
通
安
全

活

動
に
役

立
て
て
下
さ

い
と

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
に
七

カ
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

五
月
二
日
、
市
民
文
化

会
館
で
開

い
た
交
通
安
全

カ
ラ
ォ
ケ
大
会
で

の
収
益

金
の
一
部
を

贈
っ

た
も

の

で
す
。
 

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
に
七
万
円
 

五
所
川
原
歌

謡
ク
ラ
ブ
が
寄
贈
 

ロ
採
用
予
定
数
 

o
二
等
陸
L
 
約
九
十

人
〇
二
等
海

L
 
約
四
ト
人
 

ロ
応
募
資

格
 

目
本
国
籍
を
有
し
、

昭
和

圧
十
六
年

八
H

」
日
現
在
、

ト
八
歳
以

L
，
一

十
五
歳
未
満

の
女
子
。
（
た
だ
し
、

禁
治
産
者

及
び
準
禁
治

産
者
等
を

除
く
。）
 

ロ
試
験
 

o
と
き
 
六

月
一

日
（

月
）
〇

と
こ
ろ
 
自
衛

隊
青
森
地
方
連
絡
部
 

ロ
試
験
種
目
 

⑦
筆
記
試
験
（
国
語
、

数

学
、
社
会

及
び
作
文
）
「困
口
述
試
験
、

固
身
 

(
 



五
所
川
原
警
察
署
管
内

の
犯

罪
発
生
傾
向
は
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
、
悪
質
な
犯
罪
が
次

第
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
 

犯
罪
の
捜
査
活
動
は
、
警
察

の
力
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
絶
対
必
要
で
す
。
 

事
件
の
解
決
は
、
警
察
官
の

現
場
到
着
が
早
い
ほ
ど
犯
人
を
 

事
件
の
発
生

を
知
っ
た
、り
 

す
ぐ

一
一
〇
番
 

捕
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
事

件
の
発
生
を
知
っ

た
ら
で
き
る
だ
け

早
く
一

一
〇
番
へ

通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

（
五所
川
原
警

察
署
）
 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
「
市
民
講
 

座
」
 
の
受講
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ

い
。
 

ロ
募
集
人
員
 
五
十
人
 

ロ
対
象
者
 
市
内
の
在
住
者
で
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
 

ま
せ
ん
。
 

「市
民
講
座
」
の
受
講
生
募集
 

ロ
学
習
内
容
 
国
際
問
題
、
政
治
経
済
、

マ
ス
コ
ミ
、
 

社
会
問
題
、
文
学
、
 一
般
教
養
等
 

ロ
申
込
み
期
限
 
五
月
末
日
 

ロ
申
込
み
先
 
鎌
谷
町
一

一
七
ー
七
、
市
中
央
公
民
館
 

（
呑
⑩
六
〇
五
六
番
）
 

ロ
申
込
み
方
法
 
電
話
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
 

話
番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
 

ロ対 象幼 児 昭和52年 4 月 2 日から昭和52年 9 月30日まで 

生まれた幼児 

口母子健康手帳 必らず持参して下さい。 

ロ受 付 時 問 午後1時から 2 時まで 

ロ健 診 場 所 市民文化会館別館（旧中央公民館） 
ロ
ロ
 

所
 

受

健
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乳幼児の健康診査 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。該当す 

る赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後零時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている乳 

幼児は、ご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和56年 2 月
生まれの乳児 6 月10日 市 民 文 化 

会 館 別 館 

q日中央公民館） 

6 カ月児 
昭和55年11月
生まれの乳児 

6 月17日 

1
6
 

歳
児
  

4
  

昭和54年12月
生まれの乳児 

6 月24日 

3 歳児の健康診断 

[H
  

地 	区 	 名 

6 月 9! ~ 五小芋区、小曲地区、新宮地区、飯詰地区 

6 月liii 三好、栄、毘沙門地区、松島団地 

7 月 2 日 みどり町、七和、長橋、中川、梅田地区 

7 月 3 日 南小学区、松島地区 

※昭和52年10月 1日から昭和53年 4 月 1日までに生まれた幼児

は、 8 月15日の広報に掲載します。 

（園）児の  × 
ニ次受け付け 

市では、昭和56年度の保育所（園）に入所する 

児童の第二次中請を受け付けしています。 

ロ入所できる保育園 

‘ 	かまや保育園（鎌谷町）、さくら保育園（平和町〕、 

' 	‘手甲EJi木日l製」 、万こw入 かく1i!木月l刊 、刊I LUノ、 ノこ刀11こ 

て保育園（飯詰）、若葉保育園（飯詰） 

ロ受付場所 市福祉事務所 

ロ入所申請用紙 

I 	当所及び各保育所（園）にあります。 

， 	詳細については、市福祉事務所（O⑩21 1 1 

×内線 243 番）へ二問し合わせ下さン 

丸
友
商
事
が
十
余
万
円
寄
付
 

市
内
大
町
の
丸
友
商
事

一
株
）
会
社

（
三
国

谷
勝
蔵
代
表
取
締
役
）
は
四
月
二
十
三
日
、
国

際
障
害
者
年
の
事
業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 

十
万
三
千
三
百
七
十

一
円
を
市
に
寄
付
、
大
橋

常
務
が
寺
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

地
下
食
品
売
場
の
改
築
一
周
年
記
念
売
出
し

の
益
金
の
一
部
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

国
際
障
害
者
年
で
 



き
は
、
次
の
「
入
山
心
得
十
章
」
 
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

入 

山 

心 

得 

十 

早 

川
 
柳
 
岩
木

吟
社
 

対
 
馬
 
一
 

閃
 

核
心
に

ふ
れ
た
タ
バ

コ
を
深
く
吸
い
 

ン
よ
 

佐
 
藤
 
ま
さ
お
 

痩
せ
て
い

る
親
に

肥
満
児

良
く
育
ち
 

葛
 
西
 
あ

き
お
 

新
築

の
家
は

ロ
ー
ン
の
音
が
す
る
 

太
 
田
 
北
 
歩
 

ひ
  洋

食

の
緊
張
邪
樫
に

皿
が
鳴
り
 

沢
 
田
 
長
一

郎
 

栄
転
の
背
中
大

き
く
見
え
て
春
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
 

春
で
す
。
今
年
も
い
よ
い
よ

わ
ら
び
、
竹
の
子
な
ど

の
山
菜

と
り
の
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
来

ま
し
た
。
 

最
近
は
、
山
菜
ブ
ー
ム
で
、
 

家
族
連
れ
や
、
職
場
の
同
僚
、
 

仲
間
ど
う
し
で
山
菜
と
り
を
楽

し
む
人
だ
ち
が
増
え
、
休
日
な

ど
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
道
に

迷
っ
て
遭
難
し
た
り
、
ケ
ガ
を

す
る
人
も
ふ
え

て
い
ま
す
。
 

ち
な
み
に
、
昨
年
の
遭
難
事

故
件
数
は
六
件
、
遭
難
者
は
七

人
、
そ
の
う
ち
二
人
が
死
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
故
の
捜
索
に
当
た
っ
た
警
察

官
や
消
防
団
員
の
数
は
、
な
ん

と
二
百
十

一
人
に
も
上
っ
て
い

ま
す
。
 

遭
難
す
る
と
、
捜
索
の
た
め

多
く
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け

る
ほ
か
、
多
額
の
捜
索
費
用
は

本
人
か
家
族
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
 

で
は
、
遭
難
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
心
が
け
た
ら
い

い

の
で
し
ょ
う
か
。
 山
に
入
る
と
 

天
気
予
報
を
よ
く
確
か
め

る
 。

 薄
着
を
し
な
い
。
雨
合
羽

や
マ
ッ
チ
の
ほ
か
、
食
糧
は

余
分
に
持

つ
。
 

家
族
に
は
、
山
の
コ

ー
ス

や
帰
宅
時
刻
、
同
行
者
を
知

ら
せ
て
お
く
。
 

r
 地

形
の
わ
か
ら
な
い
山
に

は
入
ら
な
い
。
 

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
行

動
を
す
る
。
 

団
体
行
動
の
と
き
は
、
集

合
時
間
・
場
所
、
コ
ー
ス
等
を

よ
く
打
ち
合
わ
せ
て
、
必
ず

守
る
よ
う
に
す
る
。
 

山
の
気
候
は
 

刻
一
刻
と
 

変
化
す
る
 

山
に
入
っ
た
ら
お
互
い
に

呼
び
合
い
、
位
置
を
連
絡
し

合
う
。
 

天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な

と
き
は
早
く
き
り
あ
げ
る
。
 

道
に
迷
っ
た
ら
無
理
を
せ

ず
に
、
小
枝
を
燃
や
す
な
ど

し
て
、
救
助
隊
に
知
ら
せ
る

方
法
を
と
る
。
 

留
守
宅
で
は
、
帰
宅
予
定

時
刻
が
過
ぎ
て
も
帰
ら
な
い

と
き
は
、
警
察
に
届
け
る
。
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